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格 :寡黙 短気 妻を頼りにしている, 妻には思いを話
す.【経 過】 200X年 肺小細胞癌・多発脳転移と診
断.全脳照射 (33Gy)化学療法 (CDDP＋VP16).診断か
ら 4カ月後,食欲不振およびADLの低下があり入院.入
院 45日で永眠された.【最期の入院中の様子とケアの
実際】 N氏は妻の姿が見えないとすぐに携帯電話で呼
び出したり,なにかの用事や身のまわりの援助が必要な
ときにも妻に携帯電話で連絡していた.そのため,妻は
入院した日からN氏の傍につきっきりとなり,病室に泊
まっていた.入院して 10日目に,妻は「他の家族に交代
を頼みたいが,親方 (N氏のこと) は私じゃないと駄目.
少し家で眠れると楽だけれどね」と話し,疲労の様子が
あった. しかし, N氏は排泄介助は看護師の介助を嫌が
り,少しの時間でも妻が離れるのを拒んだ.看護師は無
力感を持ちながらも,妻に声をかけて思いを聴いたりね
ぎらうとともに, 妻が少しでも休めるように環境を整え
た.また, N氏が休まれている時間に妻が短時間でも帰
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